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ゆうあい通信

バンドリ！　ガールズバンドパーティ！と
赤い羽根共同募金がコラボしました！
バンドリ！　ガールズバンドパーティ！と
赤い羽根共同募金がコラボしました！

　コロナ禍で大変な状況ではありますが、そんな時だから
こそ“つながりをたやさない社会づくり”をテーマに今年
も募金活動を展開しています。
　奈良県共同募金会葛城市支会では３種類の蓮花ちゃん
缶バッジを作成していますが、今年はそれに加えて新型コ
ロナウイルスの感染拡大防止を願い、アマビエ蓮花ちゃん
の缶バッジを作成しました。これらの缶バッジは２００円
以上の募金をしてくださった方にゆうあいステーションの受
付でプレゼントしています。
　また、歴代の蓮花ちゃん缶バッジや洋裁ボランティアさ
んが作ってくださったお手玉が入った赤い羽根共同募金ガ
チャポンも設置しています。
　赤い羽根共同募金は、地域の福祉活動をはじめとし、
様々な活動に役立てられています。皆さまのご協力よろしく
お願いします。

赤い羽根共同募金に
　ご協力お願いします

アマビエ蓮花ちゃんバッジ

　赤い羽根共同募金は地域での福祉活動を行う住民ボランティアを応援
する募金です。
　バンドリ！ガールズバンドパーティ！とのコラボレーションは、未来を担う
若い世代に“赤い羽根共同募金”を通じて「思いやりの心」や「助け合うこ
との意義」などをわかりやすく親しみやすく伝えること、また、多くの方々に
「赤い羽根共同募金」に関心を持っていただくことを目的として、株式会社
ブシロード様の協力を得て実施するものです。
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流動資産、負債の収支状況を表しています。
（単位：円）

会　　　費　　　収　　　入 784,000

寄　　附　　金　　収　　入 603,700

経 常 経 費 補 助 金 収 入 26,688,585

受　　託　　金　　収　　入 77,403,099

事　　　業　　　収　　　入 50,895,471

介 護 保 険 事 業 収 入 103,721,016

就 労 支 援 事 業 収 入 1,021,215

障害福祉サービス等事業収入 59,570,407

受 取 利 息 配 当 金 収 入 3,160,166

そ　の　他　の　収　入 522,744

基 金 積 立 資 産 取 崩 収 入 25,000,000

積 立 資 産 取 崩 収 入 9,000,000

前 期 末 支 払 資 金 残 高 26,115,859

　　収　入　合　計 384,486,262

人　　件　　費　　支　　出 239,393,304

事　　業　　費　　支　　出 63,911,842

事　　務　　費　　支　　出 41,996,228

就 労 支 援 事 業 支 出 1,912,078

助　　成　　金　　支　　出 2,263,424

固 定 資 産 取 得 支 出 621,500

福 祉 基 金 積 立 資 産 支 出 603,700

積　立　資　産　支　出 7,000,000

その 他の活 動による支出 9,817,620

当 期 末 支 払 資 金 残 高 16,966,566

　　支　出　合　計 384,486,262
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事業活動計算書
流動資産、負債だけでなく、固定資産、負債などを
含めた、すべての収支状況を表しています。

（単位：円）

会　　　費　　　収　　　益 784,000
寄　　附　　金　　収　　益 603,700
経 常 経 費 補 助 金 収 益 26,688,585
受　　託　　金　　収　　益 77,403,099
事　　　業　　　収　　　益 50,895,471
介 護 保 険 事 業 収 益 103,721,016
就 労 支 援 事 業 収 益 1,021,215
障害福祉サービス等事業収益 59,570,407
そ　の　他　の　収　益 522,744
受 取 利 息 配 当 金 収 益 3,160,166
そ の 他 の 積 立 金 取 崩 額 34,000,000
前 期 繰 越 活 動 増 減 差 額 22,190,545
　　収　益　合　計 380,560,948
人　　　　　件　　　　　費 249,328,924
事　　　　　業　　　　　費 63,911,842
事　　　　　務　　　　　費 41,996,228
就 労 支 援 事 業 費 用 1,903,178
助　　成　　金　　費　　用 2,263,424
減　　価　　償　　却　　費 2,277,144
固定資産売却損・処分損 18,334
そ の 他 の 積 立 金 積 立 額 7,603,700
次 期 繰 越 活 動 増 減 差 額 11,258,174
　　費　用　合　計 380,560,948
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貸借対照表
社協の財政状況（資産・負債・資本）を表しています。

（単位：円）

流　　　動　　　資　　　産 59,122,240
固　　　定　　　資　　　産 559,138,854
　　　　資産の部合計 618,261,094

資　産　の　部

流　　　動　　　負　　　債 53,237,407
固　　　定　　　負　　　債 132,425,020
　　　　負債の部合計 185,662,427

負　債　の　部

基　　　　　本　　　　　金 2,000,000
基　　　　　　　　　　　金 271,584,494
そ　の　他　の　積　立　金 147,755,999
期 繰 越 活 動 増 減 差 額 11,258,174
　　　　純資産の部合計 432,598,667
　　負債及び純資産の部合計 618,261,094

純　資　産　の　部



社協（しゃきょう）は社会福祉協議会の略称です。3 社協だより 第98号ゆうあい通信

ゆうあい通信の発行には、葛城市社協会費と赤い羽根共同募金の一部が活用されています。

　葛城市社会福祉協議会は、地域福祉活動推進の中核的役
割を果たすために微力ではありますが、各種の福祉事業を実施
してきました。以下、令和元年度の主な事業内容について報告
します。

１．広報活動事業
　広報誌【ゆうあい通信】を年６回発行

２．福祉基金
　寄附金　１８件、総額６０３,７００円受領

３．葛城市福祉総合ステーションの指定管理事業
◆施設利用状況
　入場者数 125,527人
　プール 44,491人
　浴　　室 63,796人
　カラオケ 769人
　パターゴルフ 826人
　卓　　球 10,785人
◆水泳教室等参加状況
　水泳教室（成人クラス） 106回 743名
　水泳教室（小学生クラス） 320回 8,438名
　水泳教室（幼児、２・３才児クラス） 392回 4,665名
　水泳教室（障がい児クラス）　 67回 170名
　短期水泳教室 58回 1,331名
　水中シェイプアップ教室 32回 366名
　水中ウォーキング教室 32回 177名
　エアロビクス 84回 862名

４．福祉推進事業
○生活支援体制整備事業
　高齢者が住みなれた地域で安心して生活を継続できるよう
にするために、生活支援コーディネーターを配置し、行政（地域
包括支援センター）と連携し、地域の支え合い・助け合い活動
を推進し、不足するサービス及び支援の創出を行う。
〇認知症予防教室事業
　葛城市内における老人会やサロン等を訪問し、認知症予防
プログラムを実践することで、認知機能の低下を防止するとと
もに、普段の活動時にも予防プログラムを取り込めるよう指導
し、地域における認知症予防に対する意識の向上を目指す。ま
た、認知症を発症された方やその家族の居場所、受け皿を整
備することで、安心して住みやすい地域づくりの支援を行いまし
た。
◆教室実施状況
　・実施回数・・・66回
　・参加人数・・・延　1,328名
◆認知症サポーターの養成　
　・養成人数・・・延　42名
◆その他
　・サロン立ち上げ、運営支援
　・認知症、認知症予防についての啓発活動
○ふれあい・いきいきサロン助成事業
　ふれあい・いきいきサロン助成金　22団体　660,000円
〇病没家庭児童・交通遺児等激励金支給事業
　１世帯　激励金２０,０００円
〇火災見舞金交付事業　
　１世帯　激励金２０,０００円
〇各種カルチャー教室の開催
　陶芸教室 ４コース開催 延　２１１名
（１コース ５回開催）
※第４回コースについてはコロナウイルス感染拡大防止のため
２回分延期となり未実施。
　社交ダンス教室 １９回開催 延　１５５名
　太極拳教室 １５回開催 延　２８３名
　歌謡教室 ７回開催 延　１０６名
〇『人権・行政・心配ごと相談』の開設
　相談件数　２２件
〇福祉施設協働事業（世代間交流会）　
　市内保育・幼稚園児による社会福祉施設訪問　計１５回　
延４００名
〇日常生活用具貸出事業
　１２０名の方に介護機器を１２５点貸し出し

５．市内ボランティア団体の活動
◆葛城市ボランティア連絡協議会
　ボランティアの育成や福祉教育の推進
◆ふたば会
　登録者150名により、配食サービス調理や、福祉施設入所高
齢者等に対して慰問及び慰問品の作製などの地域活動
◆日赤奉仕団
　登録者41名により、地域での防災活動など赤十字活動の推進

◆ゆうフレンズ会
　登録者137名により、ゆうあいステーションを主とするボラン
ティア活動
◆手話サークル友情
　登録者42名により、手話の学習会、高齢者との交流会、社会
福祉施設等への訪問など
◆健康づくり推進員協議会
　登録者４３名により、市内保育所（園）・幼稚園での健康教
室、特定健診のＰＲなど

６．いきいきヘルスの集い事業
　60歳以上の高齢者を対象に、計21回「いきいきヘルスの集
い」を開催し、851名の参加

７．ひとり暮らし高齢者配食サービス事業
　計22回、延べ1,341名の方にまごころ弁当を提供、ひとり暮
らし高齢者一日招待を開催し、31名の方が参加

８．誰でもできる水中運動教室事業
　計３１回開催し、延650名の参加

９．法人後見準備事業
　成年後見制度の普及・啓発の為、研修会等を実施

１０．居宅介護支援事業
○介護保険（要介護認定、要支援認定）申請代行
　要介護者やその家族に代わり介護保険（要介護認定、要支
援認定）申請の代行
○介護保険（要介護認定、要支援認定）申請者の訪問調査
　葛城市63件、他市町村３件、合計66件
○要介護認定者及び要支援認定者のケアプラン作成
　要介護認定者 延1,769名、要支援認定者 延 464名に対して
ケアプランを作成

１１．訪問介護（第１号訪問）事業
◆訪問介護事業
　要介護認定者  延 539名 利用回数  延 9,465回
 利用時間　延 8,271時間
◆第１号訪問事業
　要支援認定者  延 333名 利用回数  延 2,035回
　 利用時間　延 1,928時間30分

１２．地域密着型通所介護（第１号通所）事業
◆地域密着型通所介護事業
　要介護認定者 延 311名 利用回数 延 3,091回
◆第１号通所事業
　要支援認定者 延 83名 利用回数 延 556回

１３．相談支援事業
○障害支援区分認定調査
　葛城市８件、他市町村４件、合計12件
○障害福祉サービス等の利用計画の作成
　（計画相談支援、障害児相談支援）
　延べ170名に対してケアマネジメントにより支援
○障害者相談支援事業
　情報の提供、障害福祉サービスの利用支援等の支援
　延86名、延708件

１４．居宅介護等事業
◆居宅介護事業
　利用者数 延 177名 利用回数 延 1,072回
　利用時間　延 1,301時間25分
◆同行援護事業
　利用者数 延 29名 利用回数 延 211回
　利用時間　延 598時間
◆移動支援事業
　利用者数 延 38名 利用回数 延 90回
　利用時間　延 248時間　　

１５．生活介護事業
◆生活介護事業
　利用者数 延 162名 利用回数 延 2,505回
◆日中一時支援事業
　利用者数 延 32名 利用回数 延 76回

１６．放課後等デイサービス事業
◆放課後等デイサービス事業
　利用者数 延 318名 利用回数 延 2,271回
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　新型コロナウイルス感染拡大の影響により、昨年までとは生活様式がガラリと変わりました。これまで様々な形
で地域と関わっていたボランティアや地域活動者の皆さんの活動の場をも失われている状況です。
　そのような中、葛城市社協では、音楽活動ボランティア「アミューズ」さんの協力を得て、インターネットを通して、
双方向でコミュニケーションのとれる音楽ライブを実施しました。
　８月１日(土)、アミューズさんのご自宅と、ゆうあいステーションのデイサービスを、ウェブ会議システムＺＯＯＭで
つなぎ、第１回リモート音楽ライブを実施しました。
　スクリーンに映し出されたアミューズさんとの数か月ぶりの再会に、「（コロナの）前に来てくれた人やなぁ」「ひさ
しぶり！会えてよかった」と声があがりました。ギターの演奏に合わせて懐メロを小さな声で口ずさみ、歌の間には
会話や体操など、とても楽しいひと時を過ごすことができました。
　また、９月１９日には、市内の複数事業所をオンラインでつなぎ、曲のリクエストを受付し演奏するなどして、同時
に音楽ライブを楽しみました。
　オンラインのやりとりでは、ちょっとしたトラブルもありましたが、それも笑いに変えることができ、両日とも参加
された方から、「またやって欲しい」との声をいただきました。
　インターネットを活用して、音楽ライブの配信を楽しむことは出来ますが、一方向だけではリアルタイムに「つなが
り」を感じることはできません。今回の試みは、双方向にやり取りをすることができ、アミューズさんからも、「いまま
での普通の生活がとんでもなく良かった。でも、こんな風にしてつながることができるのは、良い新たな発見。」と
感想をいただきました。

Withコロナ時代のつながり方！Withコロナ時代のつながり方！
SCのつぶやき

（生活支援コーディネーター）

【広報かつらぎ11月号：クロスワード回答】

忍海にある神社。「ツノサシ」神社

　葛城市社協では、今後も音楽ボランティアはもちろん、様々な
ボランティアや地域活動についても、対面してだけではなく、
様々な形での「つながり方」を検討していきます！
（世代間交流、地域交流、福祉教育、季節行事etc）
ご興味のある方は、お気軽に葛城市社協までご相談ください。

リモート音楽LIVE
当日の様子（動画）を
ぜひ、ご覧ください。

9/ 19には複数事業所で実施！



　葛城市社協では、葛城市から生活支援体制整備事業、認知症予防教室事業を受託し、地域でのつ
ながりや、支えあいの仕組みづくりを推進するため、生活支援コーディネーターを配置しています。
　市内ではサロン活動や運動教室など地域住民の集える場も広く展開されていましたが、新型コロ
ナウイルス感染拡大の影響により、様々な地域で活動が停止してしまいました。
　感染者数が減少傾向に転じ、少しずつ活動再開されている地域もありますが、まだ再開を見合わせ
ていたり、活動自体がなくなってしまった地域もあると聞きます。

そ・こ・で！
　これまで「カツシャキョ！（葛城市で・つながり作りと・社会参加を考えよう・今日から　の略）」とし
て、地域の集いの場を訪問していましたが、新たなカタチとして、ご自宅のお茶の間や、友人との井戸
端会議など、３人以上の集まりがあれば、どこでも出張させていただきます！
　新型コロナ感染拡大防止のため、大人数の集まりが難しいとお悩みの方！
　ご友人とのお茶会の合間や、畑仕事の合間、夕涼みがてらに縁側でのひと時を一緒に楽しんだり、
地域のことを考えたりしませんか！？
　人が集まったその場所がサロンに！そんな気軽な地域のつながりを広めていきましょう♪

地域に小さなコミュニティを♪地域に小さなコミュニティを♪
SCのつぶやき

（生活支援コーディネーター）

プラス

出張！お茶の間サロン
チラシDownload　

　昔、母と二人で大阪へ出かけようと家で支度をしていた時のお話です。
　母が、「化粧ポーチをしまっといて。」と私に頼んだので、私は、疑いも
なく化粧ポーチを部屋の押し入れの中にしまいました。
　次の朝、母から、「化粧ポーチはどこにあるの？」と尋ねられ、この時
「しまっといて」の本当の意味を知ったのです。母が言いたかったのは、押
し入れの中ではなく、私のカバンの中にしまっといてのことだったのです。
　あの時、手話同士のやりとりだったら、互いに勘違いもなく、スムーズに
会話ができたと思います。
　一人でも多くの人に手話を知ってもらい、コミュニケーションを図れるよ
うになればと願っています。

～手話の伝えるチカラ～
つながろう手話コラムつながろう手話コラム

葛城市手話奉仕員養成講座の様子
葛城市聴力障害者協会
松岡まゆみ

社協（しゃきょう）は社会福祉協議会の略称です。5 社協だより 第98号ゆうあい通信

ゆうあい通信の発行には、葛城市社協会費と赤い羽根共同募金の一部が活用されています。



ゆうあいステーション休館日のお知らせ（毎週月曜日、月曜日が祝日の時はその翌日）
11月/2日（月）・9日（月）・16日（月）・24日（火）・30日（月）

12月/7日（月）・14日（月）・21日（月）
※年末年始、12月２7日（日）～１月4日（月）は休館になります。

6

社協だより　ゆうあい通信 98号　令和2年11月１日発行（隔月発行）　編集・発行　社会福祉法人葛城市社会福祉協議会
   〒６３９-０２７３　奈良県葛城市染野７８９番地１　葛城市福祉総合ステーション「ゆうあいステーション」内
　ＴＥＬ　０７４５－４８－３３７３　ＦＡＸ　０７４５－４８－２８９０　ＵＲＬ　http://katsuragi-shakyo.jp/
　ブログ　http://ameblo.jp/katsu-syakyo　ツイッター　https://twitter.com/katsu_syakyo

ご寄附いただきありがとうございました

手作りマスクをお届けしました
　葛城市ボランティア「ふたば会」の皆さまによ
り、コロナ禍であっても、今自分たちができること
から始めようと、手作りマスクを作製していただ
き、『敬老の日』のプレゼントとして配食サービス
を利用されている一人暮らしの高齢者様にお届けし
ました。
　心のこもった手作りメッセージカードも添えら
れ、地域のつながりを絶やさず、互いに気にかけ合
えるボランティア活動をこれからも続けていきたい
という温かい気持ちが伝わってくるプレゼントにな
りました。

＃葛城エール
　コロナ禍により、人の活動やつながりがストップ
しました。
　そこで、葛城市社会福祉協議会では地域活動を応
援する取組みとして、＃葛城エールを通じて地域の
つながりを再発見したり、地域の活動や魅力等をど
んどん発信していきたいと思っています。
　葛城市の“たのしい”“おいしい”“ステキ”などの写
真をどんどん投稿してください。

①あなたが見つけた葛城市の「とっておき」を撮影！
②「＃葛城エール」をつけてインスタグラムに投稿！
③投稿する時は、名称や場所、お店の場合は営業時間等
も記載してください
※インスタグラムがない場合は、社協メールアドレス　
soumu@katsuragi-shakyo.jpに写真や内容を送ってく
ださい

「katsuragiyell」のフォロー、よろしくお願いします。

　当面の間、施設の運営時間は午前10時～午後5時となります。
　また、入館の際には皆さまに、手指消毒・体温測定・入館カード
への記入とマスクの着用をお願いしています。
　皆さまのご理解とご協力お願いします。

※新型コロナウイルスの防止対策として、各催しの中止や臨時休館
する場合があります。ご来館の前にお電話か社協ホームページで
ご確認ください。

ゆうあいステーション運営時間のお知らせゆうあいステーション運営時間のお知らせ

《令和２年８月１日～令和２年９月末》（順不同・敬称略）

物 品 のご 寄 附　　　門田　充幸（今在家）

　介助のしやすい機能を備えた車椅子３台をご寄附いただきました。
　いただきました車椅子は、ゆうあいステーション内の高齢者の通所事
業所にて有効活用させていただきます。

★投稿など、ご利用の際には、
　運用ポリシー等を
　ご一読ください。

投稿方法

（10月20日現在）


